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２０２３年１月２６日

事務局

『Meet up Chubu』3D積層造形セミナー

「国内でのAM実製品活用を目指して」
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１．海外の活用状況

海外は、ネットで検索するだけでも
AM活用事例が多く出てくる

しかし

日本では研究や設計試作用途
（コピー出力）でしかＡＭ活用されない
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２．海外の展示会状況（2019Formnext）

海外の展示会では、
２０１９年の時点で

自動化・量産の展示が
多数あった。

（生産加工機としてのＡＭ）
（関連技術：ソフト・ハード

も数多く展示）

しかし

日本では、展示会で
そのような展示コンセプト

を見ることはない
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３．AM実製品活用への国内現状

AM活用には、材料・設計・装置・後加工・品質保証
ものづくり全ての変更が企業にとって必要

企業にとって大きな投資判断が必要

AM活用で得られる企業利益（ビジネスメリット）が、
国内では見えてこない（航空・防衛・宇宙産業脆弱）

企業努力（投資判断）ではＡＭ実製品活用が難しい

海外は、航空・防衛・宇宙産業を中心に１ｍｍでも小さく１ｇでも軽く
に莫大な費用をかけてＡＭで開発するメリット（産業・ビジネス）があり、
企業・官庁・研究機関が多くの投資を行い、その技術が民生品にも活用
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４．歴史を持った金属の従来工法

○
刀
剣

製鉄 鍛造 熱処理 切削

○
現
在
の
金
属
加
工

現在の金属加工は、長年の努力で確立された加工方法である。
つまり現行製品は全て、従来の加工技術の仕様で規定されている。
設計から製造そして品質保証に至るまで、その規定（仕様）によって

確立された安定的なものづくりが行えている。
→よほどの国内事例かメリットが見えてこないと工法変更（AM）に進まない
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参考文献：齋藤 和紀 氏 「シンギュラリティ・ビジネス」 資料作成：㈱立花エレテック

５．デジタル（加工）技術の急激な進化

デジタル（加工）技術は、指数関数的（急激な）進化を遂げる。
急激な進化パターンに入ると勝ち組企業の独占的市場となってします

→AMは急激な進化パターンに海外は近づきつつある。
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６．進化するDfAM（Hyperganic）

アルゴリズム工学を用い3Dプリンティング技術の新境地を開
拓しているドイツのスタートアップ企業である。AIを組み込んだ
エンジニアリングソフトウェアの開発を行っている同社は、独自
アルゴリズムを用いて、造形物の設計を行っている。「
Hyperganic Core」と呼ばれるこのソフトウェアは、特定の機能
を持つ対象物の作り方をインプットさせ機械学習させることで、
さまざまなパターンの3D設計モデルを製作することができる
出展：Hyperganicホームページ

2022年6月にEOSとUAE を拠点とするStrata 
Manufacturingと共に、世界で最も効率的な住宅
用エアコンシステムを構築するためのパートナー
シップ締結を発表している。
エアコンの分野で3社は同じ価格帯で10分の1の
エネルギーを使用する世界で最も効率的な家庭
用エアコンの開発を目標としている。

出展：ShareLab
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７．進化するDfAM（nTopology）
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８．現時点でのAM活用ポイント

AM活用は企業にとって大きな投資判断が必要

投資リスクが小さい用途でのAM活用

肉盛り補修・異種金属コーティング用途
【AM活用メリット】
・設計変更はなく現形状での用途
・人手で行っている作業のAM化の用途
・人手から装置へ、作業品質安定や作業時間効率化
・ニアネット加工による後工程（切削仕上げ）短縮

DED方式のAM活用
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９．肉盛り補修・異種金属コーティング（DED）

現設計形状製品のAMによる作業自動化・効率化
→ビジネスメリットが見いだせやすい→活用しやすい
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１０．日本AM協会設立時のプレス発表
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１１．「Kansai-3D実用化プロジェクト」①

「Kansai-3D実用化プロジェクト」 提供する支援サービスの概要

⚫ 「Kansai－3D実用化プロジェクト」のユーザー企業350社のうち、モデルとなる38社を支援企業として選定。
⚫ 国内外21社、産総研計測標準総合センター及び全国45の連携公設試からの協力のもと、3Dプロセス（バーチャルシミュ

レーション、3Dデザイン・設計、3D造形、後加工、評価）において、最新のソフト、3D装置、評価サービスを提供し、様々
な分野のユーザーにおける革新的3Dものづくりプロセスの構築を支援し、その成果を発表し横展開を図っていく。

＜国内外：協力企業21社、46研究機関＞

◆ 3Dプリンタ、シミュレーションメーカー
：7社

◆ 3D装置代理店・レンタル企業・受託加工メーカー等
：6社

◆ 3DCADメーカー、代理店
：6社

◆ 第3者評価サービス
：2社、産総研+全国45公設試
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１２．「Kansai-3D実用化プロジェクト」②

３D積層造形プロセス検証（中小企業３２社で造形含めたトライアルと報告）
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１３．日本AM協会の活動①

JAXA協力セミナー（JAXA展示場）

近畿経済産業局での感謝状授与
（局長 伊吹様より授与）

海外事例（軍需）セミナー
（防衛装備庁 防衛技監 三島様ご挨拶）

AM実運用説明動画配信

インターモールド大阪展示 インターモールド名古屋展示 Formnextﾌｫｰﾗﾑ東京展示

計測展展示 高精度・難加工技術展展示
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１．セミナー・講演・展示（Ｗｅｂセミナー含む）
・インターモールド２０２２大阪【講演・展示】・・・終了
４月２０日～２３日＠インテックス大阪 １２社展示 １９９名様名刺交換
・インターモールド２０２２名古屋【講演・展示】・・・終了
７月６日～９日＠ポートメッセ名古屋 １５社展示 ３５３名様名刺交換
・JAXA様協力Webセミナー【講演・Ｑ＆Ａトーク】・・・終了
７月１９日配信 １８９名様参加申込 ７８名様アンケート回答
・防衛装備庁様協力Webセミナー【講演・軍需活用事例・AM運用説明動画】・・・終了
９月１６日配信 １５２名様参加申込 ５４名様アンケート回答
・Formnext フォーラム東京・・・終了
９月２７日～２８日＠浜松町 ９社展示 ２０２名様名刺交換
・高精度難加工技術展【講演・展示】・・・終了
１０月１９日～２１日＠東京ビックサイト西ホール
・JIMTOF【講演・展示】・・・終了
１１月８日～１３日＠東京ビックサイト
・TCTJapan【講演・展示】
２月１日～３日＠東京ビックサイト

２．ＡＭトレーニング（人材教育、導入支援）
・無料講座、eラーニング講座、オンライン研修
・ＡＭプロセス検証トレーニング（3DCAD、DfAM、造形、検査の各プロセス）
３．バーチャル／リアル見学・事例・説明会（正/賛助会員協力）

１４．日本AM協会の活動②
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